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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　幾つかの物質から構成される混合物を分配するマルチチャンバ分配装置であって、
　互いに平行に位置合わせされる幾つかのチャンバを備える容器ユニットを含み、各チャ
ンバは、ピストンを挿入するための第１の開放端と、流出開口を含む第２の端とを有し、
　分配チャネルと、前記容器ユニットに接続されるアダプタ部分とを含む分配ユニットを
含み、前記アダプタ部分は、内側に向かって半径方向に突出する、少なくとも１つの取り
外し可能な分離素子を含み、該少なくとも１つの取り外し可能な分離素子は、前記容器ユ
ニットの少なくとも１つのロック手段と相互作用し、該少なくとも１つのロック手段は、
前記分離素子を緩めた後、前記容器ユニットの反対側の前記分配ユニットが軸方向に移動
されることを可能にし、
　前記アダプタ部分内に配置され、開放位置と閉塞位置とを有する接続ユニットを含み、
該接続ユニットは、プレート状部分と、幾つかのプラグとを含み、各プラグは、前記容器
ユニットの各チャンバに対応し、前記分配チャネルから離れる方向に前記プレート状部分
から各チャンバの前記流出開口に向かって延び、各プラグは、前記プレート状部分を通じ
て各プラグ内に延びる軸方向チャネルと、該軸方向チャネルと交差する横断チャネルとを
含み、各プラグは、前記接続ユニットの前記閉塞位置において、前記流出開口を閉塞し、
各プラグは、前記接続ユニットの前記開放位置において、前記流出開口のうちの１つの流
出開口を通じて延び、前記横断チャネルは、前記容器ユニットの前記幾つかのチャンバの
うちの１つのチャンバと流体連絡することで、前記幾つかのチャンバのうちの１つのチャ
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ンバ内の物質が、前記横断チャネルを通過して前記軸方向チャネルに至り、前記幾つかの
チャンバのうちの他のチャンバからの物質と前記プレート状部分の下流で混合するよう前
記プレート状部分を越えることを可能にする、
　マルチチャンバ分配装置。
【請求項２】
　前記分離素子は、内側に向かって半径方向に突出する分離片であり、前記容器ユニット
を取り囲み、前記分配ユニットから少なくとも部分的に分離されることが可能である、請
求項１に記載のマルチチャンバ分配装置。
【請求項３】
　前記分離素子は、プルタブを有する、請求項１記載のマルチチャンバ分配装置。
【請求項４】
　前記ロック手段は、前記分配ユニットを、中立位置及び／又は分配位置に固定する、請
求項１に記載のマルチチャンバ分配装置。
【請求項５】
　前記分配ユニットは、前記分離素子を緩めることによって前記容器ユニットから分離さ
れることが可能である、請求項１記載のマルチチャンバ分配装置。
【請求項６】
　前記分配ユニット及び前記容器ユニットは、前記分離素子を緩めることによって入れ子
状に伸縮自在にされることが可能である、請求項１に記載のマルチチャンバ分配装置。
【請求項７】
　前記ロック手段は、前記中立位置に向いていない側に斜面が設けられる、請求項１に記
載のマルチチャンバ分配装置。
【請求項８】
　前記容器ユニットの前記ロック手段は、環状フランジとして形成される、請求項１に記
載のマルチチャンバ分配装置。
【請求項９】
　前記ロック手段は、前記容器ユニットのカラー領域上に形成され、
　前記ロック手段は、前記容器ユニットの前記チャンバの前記流出開口の下流に配置され
る、請求項１に記載のマルチチャンバ分配装置。
【請求項１０】
　前記容器ユニット上に位置付けられる位置決め装置は、前記分配ユニットによって、前
記分配ユニットの前記アダプタ部分上の対応位置決め手段との協働により、外周方向にお
いて前記容器ユニットに対して位置付けられる、請求項１に記載のマルチチャンバ分配装
置。
【請求項１１】
　前記接続ユニットは、前記分配ユニット内にトルク耐性を有するようロックされる、請
求項１に記載のマルチチャンバ分配装置。
【請求項１２】
　分配位置における前記プラグのそれぞれは、混合チャンバに物質ストリームを放出する
、請求項１に記載のマルチチャンバ分配装置。
【請求項１３】
　前記接続ユニットは、前記分配ユニット内に静的ミキサを固定する、請求項１に記載の
マルチチャンバ分配装置。
【請求項１４】
　幾つかの物質から構成された混合物を分配するマルチチャンバ分配装置であって、
　互いに平行に位置あわせされた少なくとも２つのチャンバを備える容器ユニットを含み
、各チャンバは、ピストンを受容するための第１の開放端と、流出開口を有する第２の端
とを有し、
　前記容器ユニットに接続され、アダプタ部分を含む分配ユニットを含み、前記アダプタ
部分は、少なくとも１つの取り外し可能な分離素子を含み、該分離素子は、内側に向かっ
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て半径方向に突出し、前記容器ユニットと係合し、前記分配ユニットは、前記分離素子を
前記容器ユニットから分離した後、前記容器ユニットに対して軸方向において移動可能で
あり、
　前記アダプタ部分内に配置され、開放位置と閉塞位置とを有する接続ユニットを含み、
該接続ユニットは、プレート状部分と、少なくとも２つのプラグとを含み、各プラグは、
前記容器ユニットの各チャンバに対応し、前記分配チャネルから離れる方向に前記プレー
ト状部分から各チャンバの前記流出開口に向かって延び、各プラグは、前記プレート状部
分を通じて各プラグ内に延びる軸方向チャネルと、該軸方向チャネルと交差する横断チャ
ネルとを含み、各プラグは、前記接続ユニットの前記閉塞位置において、前記流出開口を
閉塞し、各プラグは、前記接続ユニットの前記開放位置において、前記流出開口のうちの
１つの流出開口を通じて延び、前記横断チャネルは、前記容器ユニットの前記少なくとも
２つのチャンバのうちの１つのチャンバと流体連絡することで、前記少なくとも２つのチ
ャンバのうちの１つのチャンバ内の物質が、前記横断チャネルを通過して前記軸方向チャ
ネルに至り、前記少なくとも２つのチャンバのうちの他のチャンバからの物質と前記プレ
ート状部分の下流で混合するよう前記プレート状部分を越えることを可能にする、
　マルチチャンバ分配装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、幾つかの物質から構成される混合物を分配するマルチチャンバ分配装置に係
り、特に、互いに平行に位置合わせされた幾つかのチャンバを有し、各チャンバはピスト
ンを挿入するための第１の開放端と流出開口を含む第２の端とを有する容器ユニットと、
分配チャネルと容器ユニットに漏れないよう接続されるアダプタ部分を含む分配ユニット
とを含むマルチチャンバ分配装置に係る。
【背景技術】
【０００２】
　互いに平行に位置合わせされた幾つかのチャンバを有し、各チャンバはピストンを挿入
するための第１の開放端と流出開口を含む第２の端とを有する容器ユニットと、分配チャ
ネルと容器ユニットに漏れないよう接続されるアダプタ部分を含む分配ユニットとを含む
マルチチャンバ分配装置を有する複数チャンバ分配装置は、特許文献１から公知である。
残念ながら、この特許文献１に開示される分配装置は、一回きりの使用に適した使い捨て
製品である。
【特許文献１】欧州特許第１２０３５９３号Ａ１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、反復使用に適し、また、容易に取り扱い可能であり、且つ、費用効果的に製
造可能なマルチチャンバ分配装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、本願に開示するように幾つかの物質から構成された混合物を分配するマル
チチャンバ分配装置を提供することによって本発明の１つの実施例において実現される。
特に、この装置は、互いに対し並列に位置合わせされた幾つかのチャンバを有し、各チャ
ンバは、ピストンを挿入するための第１の開放端と、流出開口を有する第２の端を有する
容器ユニットと、分配チャネルと、容器ユニットに接続され、容器ユニットは分配ユニッ
トを容器ユニットに接続するために係合するアダプタ部分とを含む分配ユニットとを含む
。分配ユニットのアダプタ部分は、内側に向かって半径方向に突出する少なくとも１つの
取り外し可能な分離素子を含み、この素子は、容器ユニットの少なくとも１つのロック手
段と相互作用する。分離素子を緩めた後、容器ユニットの反対側の分配ユニットは、軸方
向に動かされることが可能である。
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【０００５】
　分配ユニットは、分離素子によって容器ユニットに固定され、それにより、２つのユニ
ット間の意図しない相対動作がないようにすることが有利である。従って、例えば、容器
ユニットから分配ユニットを緩める相対動作は、分離素子を緩めた後にのみ生じることが
可能である。
【０００６】
　基本的に注射器の形に設計することが可能なマルチチャンバ分配装置は、特に、反復使
用を意図し、従って、分配ユニットを使用毎に変えることができる。このために、分離素
子は、分配ユニットの変更の前に緩められ、それにより、分配ユニットは、基本的にマル
チチャンバ分配装置から抵抗なく、また、容器ユニットへの損傷なく分離されることが可
能である。
【０００７】
　マルチチャンバ分配装置を使用する際、個々のチャンバ内に含まれる物質は、チャンバ
の流出開口の下流、及び、分配チャネルの上流で、又は、分配ユニットの分配チャネル内
で混合されることが可能である。容器ユニットのチャンバは、異なる又は同じ容積を有す
ることが可能であり、それにより、チャンバ内に保持される別々の物質間の所望の混合比
が、それぞれの流出開口の適切な設計により調節されることが可能である。ピストンを押
すことによって、物質は、容器ユニットのチャンバから、分配ユニット及びその分配チャ
ネル内に運ばれ、分配チャネルから物質は混合された形で塗布されることが可能である。
【０００８】
　本発明を組み込む装置の好適な実施例は、内側に向かって半径方向に突出するバンド状
の分離片が設けられた分離素子を含む。この分離素子は、容器ユニットを取り囲み、また
、引っ張ることにより分離ユニットから少なくともその大部分が分離されることが可能で
ある。マルチチャンバ分配装置のユーザに、容器ユニットから分配ユニットを分離する及
び／又は交換する便利な手段を与えるために、分離素子は、ユーザが簡単に掴むことので
きる少なくとも１つのプルタブを含むことが好適である。
【０００９】
　容器ユニット上に設けられたロック手段は、分配ユニットを、容器ユニットのチャンバ
と分配ユニットの分配チャネルとの間の物質ストリームが遮断される中立位置か、及び／
又は、チャンバ内に含まれた物質が、ピストンを押すことによって、分配チャネルの流出
開口を介して、運ばれることが可能である分配位置に固定することが可能である。流出開
口から、物質が塗布されることが可能である。容器ユニットとは反対の分配ユニットの移
動に対する特に効果的な固定手段は、容器ユニットのロック手段が環状フランジとして設
計される場合に確実にされる。
【００１０】
　分配ユニットを中立位置に容易にするために、ロック手段には、中立位置に向かない側
に斜面が設けられることが有利である。
【００１１】
　分配ユニットは、例えば、分離素子を緩めることによって分離ユニットが容器ユニット
から分離されることが可能であるよう容器ユニットに固定されることが可能である。代替
的に、又は、更に追加的に、分離素子を緩めることによって、分配ユニット及び容器ユニ
ットが入れ子状に伸縮自在であるよう、即ち、折り畳み式であるよう固定手段を設計可能
である。
【００１２】
　特別な実施例において、マルチチャンバ分配装置は、容器ユニットのチャンバの流出開
口の下流に位置付けられる、容器ユニットのカラー領域において変更される。カラー領域
は、分配ユニットを固定するのに役に立ち、また、従って、分配ユニットのアダプタ部分
の内径に基本的に対応する外径を有することが好適である。
【００１３】
　分配ユニットを容器ユニット上に取り付ける際の正確な角度位置付けを確実にするため
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に、カラー領域は、例えば、溝状又はラグ状の位置決め手段を有し、この手段は、分配ユ
ニットのアダプタ部分の対応するラグ状及び／又は溝状の位置決め手段と相互作用する。
【００１４】
　接続ユニットが、チャンバと分配チャネル間の流体ストリームを制御するよう分配ユニ
ット内にインサートとして設けられることが可能である。流出開口の下流の容器ユニット
のチャンバ内での物質の意図しない混合を阻止するために、特別な実施例における分配ユ
ニットは、チャンバの流出開口用の閉鎖ユニットを組み込むことが好適である。この閉鎖
ユニットは、接続ユニット内に形成される。
【００１５】
　接続ユニットは、各チャンバの各流出開口用のストッパを含むことが可能である。複数
のストッパを含む閉鎖ユニットを設けることが可能である。個々のストッパは、接続ユニ
ットのプレート状の部分から、容器ユニットのそれぞれのチャンバの方向に突出すること
が可能である。
【００１６】
　接続ユニットを、容器ユニットから分配ユニットと共に分離し、また、分配ユニットを
単純に交換できることを可能にするために、接続ユニットは、分配ユニット内にプレート
状の部分によってロックされることが好適である。接続ユニットの分配ユニット内のロッ
クは、トルク耐性を有することが好適であり、それにより、容器ユニットに対する接続ユ
ニットの位置決めも、容器ユニットに対する分配ユニットの角度位置決めによって決定さ
れる。
【００１７】
　ストッパは、分配ユニットが分配位置にあるときに、容器ユニットのチャンバからの物
質ストリームを分配ユニット内の混合チャンバ内に放出するよう設計されることが好適で
あり、混合チャンバには、静的ミキサが設けられる。混合チャンバは、分配チャネルから
形成されるか、又は分配チャネルの上流に配置されることが好適である。
【００１８】
　このために、各ストッパには、横断チャネルが設けられることが可能であり、これは、
混合チャンバにつながるそれぞれのストッパ内のめくら穴軸方向チャネルに接続される。
【００１９】
　更に、接続ユニットのプレート体に横方向に突出するショルダ部がモールド成形される
ことが可能である。ショルダ部は、接続ユニットが、分配ユニットと共にカラー領域に、
接続ユニットの閉じたストッパがチャンバの対応する流出開口と位置合わせされる所定の
角度位置においてのみ取り付けられる及び／又は内部に取り付けられる及び／又はカラー
領域内に挿入されるようカラー領域内の長手方向溝と協働する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明の主題の更なる利点及び有利な実施例を、明細書、図面、及び請求項に記載する
。
【００２１】
　本発明を組み込んだマルチチャンバ分配装置の２つの例示的な実施例を、以下の図面に
単純形式で概略的に示し、以下に詳細に説明する。
【００２２】
　図１乃至６は、容器ユニット１０、ピストンユニット２０、及び分配ユニット３０を含
む２チャンバアンプルとして設計されるマルチチャンバ装置１００を示す。２チャンバア
ンプルを記載するが、マルチチャンバ装置は、本発明の範囲から逸脱することなく２つ以
上のチャンバを含むことが可能である。
【００２３】
　導管形状の容器ユニット１０は、互いに平行に隣接して位置付けられ、分配ユニット１
０の軸方向に延在する２つの管状チャンバ１２及び１４を含む。チャンバ１２及び１４は
、それぞれの第１の端においてその断面全体が開いている。第１の端は、図面の下部に示
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す。後部プレート１６がチャンバ１２及び１４の第１の端の外部にモールド成形され、横
断及び／又は半径方向に延在する。第１の端とは反対に向いているチャンバ１２及び１４
の第２の端は、モールド成形された前部プレート１８によって互いに接続される。チャン
バ１２用の第１の流出開口１１と、チャンバ１４用の第２の流出開口１３が、前部プレー
ト１８に形成される。
【００２４】
　流出開口１１及び１３を囲むカラー領域１５は、実質的に円筒型であり、チャンバ１２
及び１４に向いていない側で前部プレート１８にモールド成形される。カラー領域１５の
軸は、チャンバ１２及び１４の軸と平行に配置される。この例示的な実施例では、チャン
バ１２及び１４は、同じ断面を有する。従って、流出開口１１及び１３も同じ断面を有す
る。或いは、チャンバのうちの１つがより大きい断面を有してもよく、その場合、そのチ
ャンバに割り当てられた流出開口も、もう１つのチャンバに割り当てられた流出開口より
大きい断面を有することになる。
【００２５】
　図４及び５に示すように、ピストンユニット２０は、２つのピストン棒２２及び２４か
ら構成される。ピストン棒の後端は、押し込みプレート２６により互いに接続される。チ
ャンバ１２用のピストン２３は、ピストン棒２２の前端上に形成される。チャンバ１４用
のピストン２５は、ピストン棒２４の前端上に形成される。マルチチャンバ分配装置１０
は左右対称型であるので、ピストン棒２２及び２４は、反対の順序で、チャンバ１２及び
１４に割り当てられることも可能である。チャンバ１２及び１４の後方の開放端内に挿入
されるピストン２３及び２５は、チャンバ１２及び１４に密閉して係合し、チャンバ内部
で同期して動かされることが可能である。
【００２６】
　分配ユニット３０は、その中を分配チャネル３４が、図３の上部に示す自由端につなが
るカニューレ状の段差の付いた管部分３２と、容器ユニット１０のカラー領域１５上に取
り付けられ、基本的に円筒型であるアダプタ部分３６とを含む。
【００２７】
　容器ユニット１０のカラー領域１５上に分配ユニット３０を固定するために、アダプタ
部分３６は、容器ユニット１０に向くその端において分離片３８を含み、この片は、アダ
プタ部分の外周に沿って延在し、内側に向かって半径方向に突出し、容器ユニット１０の
カラー領域１５の環状フランジ１９上にロックされる。分離片３８は、その外周に沿って
延在する分離継ぎ目３９に沿って残りのアダプタ部分３６から分離されることが可能であ
る。ユーザによって容易に握られることが可能なプルタブ４０がこのために設けられる。
【００２８】
　ロック手段を表す環状フランジ１９は、チャンバ１２及び１４に向いていない側におい
て斜面が付けられ、それにより、分離片３８を有する分配ユニット３０が容器ユニット１
０のカラー領域１５に容易に押し込まれることを可能にする。有利には、内側に向かって
半径方向に突出する分離片３８と環状フランジ１９との相互作用により、分離片３８は、
環状フランジ１９に対してロックされる。
【００２９】
　分配ユニットのアダプタ部分３６内に配置された接続ユニット５０は、リーフ状設計を
有し、また、半径方向に延在するプレート状部分５２を含む。プレート状部分５２は、接
続ユニット５０をアダプタ部分３６内にロックするよう作用する。
【００３０】
　２つのプラグ及び／又はストッパ５４及び５６が、接続ユニット５０から、分配チャネ
ル３４から離れる方向に突出する。各ストッパ５４及び５６は、チャンバ１２及び１４と
流出開口１１及び１３を介して接続される軸方向チャネルを有する。両方の軸方向チャネ
ルは、流出開口１１及び１３から、チャンバ１２及び１４に向いていないプレート５２の
端面までつながり、それにより、チャンバ１２及び１４内に保持される２つの物質が、ピ
ストンユニット２０の作動後に、プレート５２の下流で混合されることが可能である。こ
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の処理を促進するために分配チャネル３４内に静的ミキサが配置されることが可能である
。静的ミキサは、ロックされた接続ユニット５０を介して分配チャネル３４内に固定され
る。
【００３１】
　容器ユニット１０のカラー領域１５は更に、分配ユニット３０のアダプタ部分３６の内
側にある対応凹部と協働する案内ラグを含む。案内ラグは、位置決め装置であって、この
位置決め装置によって、分配ユニット３０が、受容ユニット１０に対して正確に角度が付
けられて位置付けられる（例えば、円周に）ことが可能となる。接続ユニット５０は更に
、アダプタ部分３６の内側にある対応凹部と相互作用するロックラグが設けられ、接続ユ
ニット５０を、分配ユニット３０内にトルク耐性があるよう固定する。
【００３２】
　マルチチャンバ分配装置１００を使用する前に、容器ユニット１０のチャンバ１２及び
１４の流出開口１１及び１３は、最初は、カバー素子によって閉じられている。ピストン
ユニット２０がチャンバ１２及び１４内に挿入される。各チャンバ１２及び１４は、例え
ば、歯科適用に使用されるように２成分システムのうちの１つの成分が充填される。２成
分システムを提供するために、カバー素子が容器ユニット１０から取り外され、分配ユニ
ット３０が、カラー領域１５上に取り付けられる。このようにすると、接続ユニット５０
はその軸方向チャネルを介して、混合チャンバである分配チャネル３４と、チャンバ１２
及び１４の流出開口１１及び１３との間の接続を与える。分離片３８が次にカラー領域１
５の環状フランジ１９上にロックされる。
【００３３】
　ピストンユニット２０の押し込みプレート２６に圧力を加えることにより、チャンバ１
２及び１４における個々の成分が、接続ユニット５０を介して、分配チャネル３４に運ば
れ、混合された形で、アダプタユニット３６に向かない端面におけるその開口を介して塗
布される。このようにすると、チャンバ１２及び１４は、例えば、部分的にのみ空にされ
、従って、チャンバ１２及び１４は、更なる塗布のために十分な材料を依然として含むこ
とになる。この場合、ユーザは、組み立てられたマルチチャンバ分配装置１００を保持す
ることが可能であり、それにより、プレートレット５０の下流の混合成分が硬化すること
が可能である。硬化した材料は、チャンバ１２及び１４、及び／又はその流出開口１１及
び１３をぴったりと閉じる。
【００３４】
　マルチチャンバ分配装置１００の反復使用のために、ユーザは、プルタブ４０をつかみ
、残りのアダプタユニット３６から分離継ぎ目３９に沿って分離片３８を剥がす。このこ
とは、分離ユニット３０のロックを解除する。分離ユニット３０は、容器ユニット１０の
カラー領域１５から分離されることが可能となる。その後、新しい分配ユニット３０が、
上述したような方法で容器ユニット１０上に取り付けられ、それにより、チャンバ１２及
び１４内の２成分システムの残っている成分が、ピストンユニット２０の押し込みプレー
ト２６に新しく圧力を加えることによって分配ユニット３０を通り放出されることが可能
となる。
【００３５】
　図７乃至１２は、本発明を組み込んだ複数チャンバ分配装置の第２の実施例を示す。こ
のマルチチャンバ分配装置２００は、基本的に、図１乃至６に示す実施例に応じて３つの
構成要素から構成され、即ち、容器ユニット１０’、ピストンユニット２０’、及び分配
ユニット３０’から構成される。マルチチャンバ分配装置２００は、図１乃至６に示すマ
ルチチャンバ分配装置とは、分配ユニット３０’はカラー領域を有さず、その代わりに、
容器ユニット１０’のチャンバ１２及び１４の流出開口１１及び１３が配置されるフェー
スプレート１８’が、ピストンユニット２０’に向いていない方の容器ユニット１０’の
境界を示す点で異なる。
【００３６】
　分配ユニット３０’は、基本的に楕円形の断面を有し、ピストンユニット２０’に向い
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ていない方の容器ユニット１０’の端部分を受容するアダプタ部分３６’を含む。図１乃
至６に示す実施例と同様に、分配ユニット３０’は、分配チャネル３４を含む管状部分３
２を含み、チャネルは、静的ミキサ３５を収容する。静的ミキサ３５は、閉鎖ユニットで
ある接続ユニット５０’によって分配チャネル３４に固定される。接続ユニット５０’は
、プレート状部分５２を有し、この部分によって、接続ユニットは分配ユニット３０’内
に固定される。
【００３７】
　２つの密閉プラグ５３及び５４が、チャンバ１２及び１４の方向にプレート状部分５２
から突出する。プラグ５３及び５４は、それぞれ軸方向チャネル及び横断チャネルが設け
られ、チャンバ１２及び１４の流出開口１１及び１３に延在する。閉位置では、密閉プラ
グ５４及び５６は、流出開口１１及び１３を閉じる。
【００３８】
　開位置、即ち、密閉プラグ５４及び５６がチャンバ１２及び１４内にはいる時には、密
閉プラグ５３及び５４の、容器ユニット１０’のそれぞれ割り当てられたチャンバ１２及
び／又は１４内に配置される横断チャネルの各チャンネルは、チャンバ１２及び／又は１
４と分配チャネル３４間の流体ストリームを画成する。
【００３９】
　ピストンユニット２０’の押し込みプレート２６に圧力を加えることによって、流体ス
トリームは、チャンバ１２及び１４内に保持された２成分システムの成分を、密閉プラグ
５４及び５６の横断チャネル及び軸方向チャネルを介して、閉鎖ユニット５２を通り、分
配チャネル３４を形成する混合空間に運ぶ。
【００４０】
　分配ユニット３０のアダプタ部分３６’は、その端部分に、管状部分３２に向かない方
に、分離素子である分離片３８’を有する。分離片３８’は、容器ユニット１０’の両方
のチャンバ１２及び１４を取り囲み、プルタブ４０が設けられる。分離片３８’は、内側
に向かって半径方向に突出し、チャンバ１２及び１４上に形成されるストップラグと相互
作用する。分離片３８’を、分離継ぎ目３９’に沿って残りのアダプタ部分３６’から緩
めた後、分離ユニット３０’、従って、それにロックされた閉鎖ユニット５０’が、ピス
トンユニット２０’に向く容器ユニット１０’の端の方向に動かされることが可能であり
、それにより、チャンバ１２及び１４と、分配チャネル３４との間に流体接続を有する作
動位置が存在する。分離片３８は、従って、分離ユニット３０、従って、閉鎖ユニット５
０’を、閉位置に固定する。分離片３８’を緩めた後、容器ユニット１０’及び分配ユニ
ット３０’は入れ子状に伸縮自在となる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明により教示するマルチチャンバ分配装置設計を示す斜視図である。
【図２】図１のマルチチャンバ分配装置の分配ユニットが取り付けられた容器ユニットを
示す長手方向の断面図である。
【図３】９０°回転された容器ユニット及び分配ユニットから構成される組立体を示す長
手方向の断面図である。
【図４】図１のマルチチャンバ分配装置のピストンユニットを示す側面図である。
【図５】９０°回転されたピストンユニットを示す側面図である。
【図６】図１のマルチチャンバ分配装置を示す軸方向における平面図である。
【図７】本発明により教示するマルチチャンバ分配装置の第２の実施例を示す斜視図であ
る。
【図８】図７のマルチチャンバ分配装置の分配ユニットが取り付けられた容器ユニットを
示す長手方向の断面図である。
【図９】９０°回転された図８に示す組立体を示す長手方向の断面図である。
【図１０】図７のマルチチャンバ分配装置のピストンユニットを示す側面図である。
【図１１】９０°回転された図１０に示すピストンユニットを示す側面図である。



(9) JP 5005278 B2 2012.8.22

10

20

30

【図１２】図７のマルチチャンバ分配装置を示す軸方向における平面図である。
【符号の説明】
【００４２】
１０　容器ユニット
１１　第１の流出開口
１２　チャンバ
１３　第２の流出開口
１４　チャンバ
１５　カラー領域
１６　後部プレート
１８　前部プレート
１９　環状フランジ
２０　ピストンユニット
２２　ピストン棒
２３　ピストン
２４　ピストン棒
２５　ピストン
２６　押し込みプレート
３０　分配ユニット
３２　管部分
３４　分配チャネル
３６　アダプタ部分
３８　分離片
３９　分離継ぎ目
４０　プルタブ
５０　接続ユニット
５２　プレート状部分
５４　プラグ及び／又はストッパ
５６　プラグ及び／又はストッパ
１００　マルチチャンバ装置
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